
都留第二中学校
ISSプロジェクトチームの取り組み

ISSって何？
ISS インターナショナルセーフスクール

どんなことするの？

何を目指すの？



ISSって何？

• ＩＳＳとはインターナ
ショナル・セーフ・ス
クールの略。

• 生徒自身が学校の安全・
安心を守る取り組みをし
て世界基準を満たしてい
る場合に国際的組織から
安全・安心に取り組んで
いる学校として認定する
制度のことです。



都留二中のISSプロジェクトチーム

心の安全・

安心チーム

校外の安

全・安心チ

ム

都留第二中

学校の安全

安心

校内の安

全・安心

チーム



夏休みのケガ、危険体験などの体験・目撃情報調査

第一段階

実態を知る調査

防止を考える。

防止策の効果

を確かめる



交通ルール・マナー違反の目撃 交通ルール・マナー違反の体験

残念なことに目撃・体験ともに
０％ではありませんでした。



目撃された、してしまった交通違反！
学園祭での再現劇と調査結果発表の場面



7

2023年度 都留二中オリジナル･ハザードマップ

ISSプロジェクトチームからのお知らせ → 保護者･地域へも発信

マップアクセスQRコード

第１回、避難訓練のWEB振り返りアンケートの際に、

みなさんが教えてくれた大地震や大雨などの災害時に

危険だと思われる場所、日常の登下校や生活の中で気

を付けたほうが良いと思われる場所をＷＥＢ（グーグ

ルアース）に1のマークでアップしました。

２年生の○○さんや□□さんが危険箇所の詳細を聞

き取る調査を行い、災害だけでなく、日常生活、登下

校時などにも「安全・安心」のために注意した方が良

いと思われる場所を明らかにしてくれました。

QRコードをタブレットやスマートフォンなどで読み

取ってもらうとグーグルアースの「二中ハザード（災

害）＆危険箇所マップ」にアクセスできます。

ぜひ、一度アクセスして自分の家の周りや通学路な

どの危険と思われる箇所の確認をしてみてください。

このマップは今後もみなさんから情報を寄せていた

だき、随時、更新してより有意義なマップに進化さ

せ、都留二中の「安全・安心」のために活用してもら

いたいと思います。



悪口
勝手に写真投稿
根拠のないうわさ

心が苦しくなった経験、それはどんな時？



クラスの中の苦しい思いをしている人に
気付いていますか。

ISSプロジェクトチームは
安心して相談できる方法
こころを打ち明けられる仕
組みが必要。
こうしたことにも取り組ん
で来ました。



「こころもよう」 「こころのつぶやく」
WEB（ロイロノート）を活用した相談窓口



調査結果から分かったこと

ケガの発生場所 教室・階段など
休み時間にケガ発生率が高い

教室
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ケガの原因、状況は？
•以上の結果からケガ発生
原因のキーワードは

•ぶつかる

•つまづく、滑る

•飛び降りる

•ふざける などがあげら
れると思います。

物につまずいた、

ぶっかった, 

体育の授業, 

人にぶつかった

階段から飛び降り

た、滑った、踏み

外した

転んだ（場所複数）, 4

部活中

段差につまずいた
廊下を走っていて

ふざけていた（場所不明）, 1

グランドスロープで滑った
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これからのISSの取り組み

ロイロノートを活用して意見を出し合う。



保健委員会のケガ予防の取り組み 2024



2023年度 避難訓練後のWEB振返りアンケート

【振り返り】（アンケート内容）：回答数 258名
質問１．今回の避難訓練で，周囲の生徒たちの訓練に臨む姿をどのように評価しますか。
質問２．№１の評価理由
質問３．もし実際に災害が起きた場合，どんなことを大事に行動することが自分の「命」を守ることになると考えますか。
質問４．家から学校までの通学路において，災害が起きたときに危険だと予想できる場所がありますか。
質問５．危険だと想定する理由
質問６．災害が起きたとき，あなたが地域住民の一人として他の人々と協力して何ができると考えますか。

23.7％

62.7％

11.2％

2.4％

1.訓練に臨む姿

大変よい：災害時も

対応できる

もう少し：改善が必

要だが災害を意識で

きた

まだまだ：取り組む

様子はよいが改善の

必要がある

よくない：災害を意

識した訓練になって

いなかった

11%

35%

5%6%

4%
14%

5%

5%

11%
4%

3.自分の命を守るために

素早い行動
冷静な行動
静かに行動
指示を確認
周囲の安全確認
頭を守る
安全な場所へ移動
自分の命を最優先

4.通学路における災害時に危険と思われる箇所

(42人回答)

1 斜面土砂崩れの危険性 14

2 河川氾濫の危険性 13

3 道に面しているブロック塀倒壊
の危険性 3

4 台風時等の倒木の危険性 2

5 建物倒壊の危険性 3

6 その他(道路・交通機関等) 7



2023年度 第２回避難訓練（地震時）を考える
～その時，あなたは～(WEB配信)→保護者･地域へ

改善すべき点

・慌ててしまった ９
・おしゃべりしてしまった ６８
・避難に時間がかかってしまった ２１
・訓練放送が聞こえなかった １２

（トイレや校庭）
・適切な行動がとれなかった ９
・防災頭巾を忘れた ３

改善すべき具体的行動

・周囲を確認せず，窓の近くへ行ってしまった
・廊下から直接避難せずに，頭巾を取りに教室へ戻ってしまった
・机の脚をつかまなかった
・自ら考えた避難行動がとれなかった
・慌てて走って避難してしまった
・必要がないことをしゃべってしまった
・体育館に避難したら，気持ち緩んでしまった
・即座に頭を守る行動がとれなかった

「その時，あなたはどこ
にいましたか」
①教室 ②廊下 ③グラ
ウンド ④トイレ
⑤渡り廊下 ⑥階段
→地震は，私たちがいる
場所を選ばずにやってく
る！

「その時，あなたはどのような行動をとりましたか」
①机の下にもぐった ②姿勢を低くした
◎窓から離れたというのはとても正しい行動です。
▼うろうろするだけで，何もできなかったという人もいた
・グラウンドやトイレにいた人たちが，姿勢を低くするこ
とはしても，しっかり頭を守る体制は取れていなかったよ
うです。
・地震発生時においては，しゃがむだけでなく，四つん這
いになってしっかり頭を守る（シェイクアウト）必要があ
ります。
▼グラウンドやトイレにいた人たちの中に，「机の下にも
ぐった」と回答している人がいます。近くの教室に入って
しまったようです。→どうしてよいかわからずに，いつも
の避難訓練のような行動をとってしまったのでしょう。

「訓練において，より実践的な判断力を普段から身に付け
ておくことが重要！」

【評価】
◎第１回避難訓練の振り返りで明らかになった各クラスの課題を意識して行動できたと回答し
ている人→９９％
▼今後も，より正しい判断ができるように，命を守るということを真剣に考えていく必要があ
る。

災害時には，放送がない･情
報がない場面が多く，自分で
命を守るための判断をしなけ
ればならない

地震時に，建物の中に戻るのは
大変危険な行動と言える。「お･
か･し･も」の意味をしっかりと理
解し，正しい行動がとれるように
しましょう。



２０２２⇒２０２３の変化



都留二中ISS活動2024年度

See
自ら行う安全診断

(問題把握)

Plan
対策･取組検討

Do
全校共有･取組活動

Check
取組評価

Action
振返り･考察

① 言葉づかいなど生活の中
で相手を傷つける言葉が
使われている。

② 不安な感情や思いをなか
なか表現できていない。

①・②⇒動画やポスターなどを使って、不安を抱え
る内容についてそれを表現できるような啓発活動を
行う。

① 言葉づかいに対する意識
が弱い。

② 『心もよう』の活用がま
だまだ足りない。

[取り組んだ結果を評
価し，全校で共有す
る]

[取組内容や方法を
振り返り，結果を考
察して，新たな課題
を見出す]

【心の安全･安心チーム】



都留二中ISS活動2024年度

See
自ら行う安全診断

(問題把握)

Plan
対策･取組検討

Do
全校共有･取組活動

Check
取組評価

Action
振返り･考察

①学校外での交通ルールやマ
ナーを守れない人がいる。
②それによって地域の人に迷
惑をかけてしまう場面があ
る。
③登下校の場面でも危険な箇
所がある。

①ISSを中心として家の周りの危険箇所についてア
ンケートを取る。
②・③ 朝の会、帰りの会を使った注意を促す動画
や学園祭の劇などでの啓発 外部の協力（講習会）

①二中ハザードマップの更新
②注意を促すための動画作成
③自転車の乗り方についての
啓発

[取り組んだ結果を評
価し，全校で共有す
る]

[取組内容や方法を
振り返り，結果を考
察して，新たな課題
を見出す]

【校外の安全･安心チーム】



都留二中ISS活動2024年度

See
自ら行う安全診断

(問題把握)

Plan
対策･取組検討

Do
全校共有･取組活動

Check
取組評価

Action
振返り･考察

教室や廊下での過ごし方で、
みんなが落ち着いて生活でき
ているわけではない。
減ってきてはいるものの、階
段や教室でのケガはまだまだ
ある

①学校内でのケガを予防するポスター作りや、学校
内での危険を知らせる表示作成を行う。
②グラウンド内でのケガを防ぐためにグラウンドの
石を拾う活動などを行う。

①ロイロノートなどを使って
のアンケート調査でより実態
を明らかにする。
②教室、階段、ものの使い方
について啓発を行う。

[取り組んだ結果を評
価し，全校で共有す
る]

[取組内容や方法を
振り返り，結果を考
察して，新たな課題
を見出す]

【校内の安全･安心チーム】


